
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  
 

 

	
 	
 	
 	
  
東京都地域リハビリ支援センター（区西部）研修会	
 

 

最近ではマスク式の人工呼吸器を装着した患者さまを療養型施設や在宅に送り出す機会が増えてき

ています。この機会に呼吸に関する基礎的な知識とマスク式人工呼吸器の理解を中心に実技や体験も

交えて、理学療法士による講義、実技、ディスカッション、業者（帝人）によるデモ、体験を行います。 

 

【日時】平成 24 年 12 月 12 日（水） 18 時～19 時 30 分頃 

【場所】慶應義塾大学病院 リハビリテーション科外来 

【対象】医師、療法士、看護師、ケアマネージャー、介護員など 

募集人数 ： 20 名程度（申し込み順） 

参加費 ： 無料 

 【内容】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募は、FAX あるいは、メールでお願い申し上げます。なお、定員に限りがございますので、お早目のご応募を 

お願い申し上げます。参加の可否および詳細は、後日ご連絡させて頂きます。 

 

申し込み先：慶應義塾大学病院 リハビリテーション科 松本真以子宛て 

      FAX:  03-3225-6014         E-mail:  maikomatsumoto@z5.keio.jp 

 

申し込み内容：①氏名 ②所属施設・センター等 ③連絡先（住所、電話番号等） ④実際に困っていらっしゃること、相談

したい内容などありましたら。 

※ ご不明点等ございましたら、同様に FAX あるいはメールでお願い申し上げます。 

「呼吸とは」	
 講義	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 	
 呼吸とは、について簡単にわかりやすく説明します。 

   ・呼吸にはどのくらいの『ちから』が必要なの？ ・呼吸機能の低下って？ 

   ・息が苦しそうなときはどうしたらいいの？ などを理解するために必要な基礎知識を学びます。 

 

「マスク式人工呼吸器の装着、フィッテング、」 実習、デモ	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

   マスク式人工呼吸器の装着とフィッテングを体験してもらいます。 

   また、機器の注意点についても説明します。 

 

～ ディスカッション ～      

    参加者全員で、具体的な事例の話や困難事例などついて情報交換およびディスカッションを行い

ます。要望に応じて、困難事例の対応方法やリハビリ方法なども紹介します。 

「地域で役立つ 

呼吸の基礎-マスク式人工呼吸器の理解」  


